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公
的
資
金
に
よ
り
助
成
を
受
け
た
研
究

成
果
を
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
（
以
下
、
Ｏ

Ａ
）
に
よ
り
一
般
に
公
開
す
る
世
界
的
な

流
れ
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
早
く
に
は
二
〇

〇
八
年
に
ア
メ
リ
カ
国
立
衛
生
研
究
所

（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）
が
助
成
研
究
の
成
果
の
Ｏ
Ａ

化
を
義
務
づ
け
た
の
に
始
ま
り
、
最
近
で

は
二
〇
一
四
年
五
月
に
中
国
科
学
院
が
Ｏ

Ａ
方
針
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
Ｏ

Ａ
を
め
ぐ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
動
き
の
な
か

で
、二
〇
一
二
年
一
二
月
、ケ
ニ
ア
の
ト
ッ

プ
大
学
で
あ
る
国
立
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
も

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
方
針
を
採
択
し
た
。

筆
者
は
二
〇
一
二
年
三
月
か
ら
一
年
間
、

同
大
学
図
書
館
に
席
を
置
き
、
幸
運
に
も

そ
の
取
り
組
み
に
部
分
的
に
係
わ
る
機
会

を
得
た
。
こ
の
時
の
見
聞
も
踏
ま
え
、
本

稿
で
は
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
に
お
け
る
Ｏ
Ａ
化

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

ナ
イ
ロ
ビ
大
学
が
採
択
し
た
Ｏ
Ａ
方
針

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
方
針
の

目
的
は
五
つ
。
①
大
学
の
学
術
活
動
が
生

み
出
す
研
究
成
果
に
対
し
て
自
由
な
利
用

を
提
供
す
る
こ
と
、
②
高
い
基
準
の
研
究

成
果
管
理
を
行
う
こ
と
、
③
研
究
成
果
を

長
期
的
に
保
存
す
る
こ
と
、
④
研
究
成
果

を
可
視
化
し
て
そ
の
影
響
力
を
高
め
る
こ

と
、
⑤
世
界
の
研
究
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

連
携
を
進
め
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
、
方
針
声
明

に
は
次
の
よ
う
な
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

た
。
ま
ず
、
Ｏ
Ａ
方
針
は
方
針
採
択
以
前

の
学
術
著
作
に
対
し
て
も
遡
及
し
て
適
用

さ
れ
る
。
次
に
、
同
大
学
の
全
て
の
構
成

員
は
学
術
成
果
を
同
大
学
が
Ｏ
Ａ
で
運
営

す
る
「
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
デ
ジ
タ
ル
リ
ポ
ジ

ト
リ
」（
以
下
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
）
に
投
稿

す
る
義
務
が
あ
る
。
各
構
成
員
が
提
出
す

る
学
術
成
果
の
著
作
権
に
つ
い
て
は
、
非

独
占
か
つ
取
消
不
能
な
利
用
許
諾
が
ナ
イ

ロ
ビ
大
学
に
与
え
ら
れ
る
。
大
学
の
構
成

員
は
自
分
の
学
術
的
著
作
を
査
読
付
き
の

Ｏ
Ａ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
投
稿
す
る
こ
と
も
推

奨
さ
れ
て
お
り
、
査
読
が
完
了
し
た
論
文

は
受
理
時
も
し
く
は
遅
く
と
も
出
版
時
ま

で
に
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
大
学
は
Ｏ

Ａ
に
関
す
る
委
員
会
を
設
置
し
て
全
学
的

に
Ｏ
Ａ
化
に
取
り
組
み
、
リ
ポ
ジ
ト
リ
の

管
理
・
運
営
は
大
学
の
運
営
管
理
部
門
と

連
携
し
て
大
学
図
書
館
が
担
う
。

ナ
イ
ロ
ビ
大
学
の
Ｏ
Ａ
方
針
採
択
に
あ

た
っ
て
は
、
同
大
学
図
書
館
が
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。
ケ
ニ
ア
で
は
九
二
の
学

術
機
関
が
加
盟
す
る
「
ケ
ニ
ア
図
書
館
情

報
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
（
Ｋ
Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
）」
が
組
織
さ
れ
て
お
り
、
Ｋ
Ｌ
Ｉ

Ｓ
Ｃ
は
「
科
学
出
版
物
の
入
手
の
た
め
の

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
）」⑴

と
「
図
書
館
の
た
め
の
電
子
情
報
（
Ｅ
Ｉ

Ｆ
Ｌ
）」⑵
に
よ
る
援
助
の
も
と
、
図
書
館

を
通
じ
た
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

同
図
書
館
も
Ｋ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
の
加
盟
機
関
と

し
て
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
と
Ｅ
Ｉ
Ｆ
Ｌ
が
進
め

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
一
名
ず
つ
出
し

て
い
る
。
Ｅ
Ｉ
Ｆ
Ｌ
の
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
は
同
図
書
館
で
電
子
資
料
購

読
を
担
当
す
る
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
オ
タ
ン

ド
氏
。
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｐ
の
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
を
勤
め
る
の
は
副
図
書
館
長

ア
ガ
サ
・
カ
ブ
グ
氏
で
あ
る
。
同
図
書
館

内
は
リ
ポ
ジ
ト
リ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員

会
を
設
置
。
こ
の
二
名
が
Ｏ
Ａ
推
進
の
先

頭
に
立
ち
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
二
〇
一
一

年
に
学
内
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど

を
通
じ
て
大
学
運
営
管
理
部
門
や
教
職
員

の
Ｏ
Ａ
に
対
す
る
理
解
の
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
二
〇
一
二
年
初
め
に
は
Ｏ
Ａ
方

針
の
草
案
を
大
学
運
営
管
理
部
門
に
提
出

し
た
。

図
書
館
の
働
き
か
け
に
応
じ
て
大
学
が

Ｏ
Ａ
方
針
採
択
に
至
っ
た
背
景
に
は
、
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
術
機
関
を
目
指
す

ナ
イ
ロ
ビ
大
学
自
体
が
そ
の
学
術
成
果
を

グ
ロ
ー
バ
ル
に
可
視
化
す
る
手
段
を
模
索

し
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
特
に
医
学

部
な
ど
の
自
然
科
学
系
を
中
心
に
し
た
ケ

ニ
ア
国
内
の
学
生
組
織
も
Ｏ
Ａ
化
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
た
こ
と
が
あ
る
だ
ろ

う
。方

針
採
択
後
、
図
書
館
で
は
リ
ポ
ジ
ト

リ
へ
の
学
術
成
果
登
録
件
数
を
増
や
す
た

め
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
が
結
成
さ
れ
た
。
二

〇
一
二
年
末
に
は
学
位
論
文
数
千
件
の
登

録
に
過
ぎ
な
か
っ
た
リ
ポ
ジ
ト
リ
は
、
そ

の
後
急
速
に
件
数
を
増
や
し
、
二
〇
一
四

年
七
月
時
点
で
は
約
六
万
九
〇
〇
〇
件
と

な
っ
て
い
る
。

世
界
中
の
学
術
機
関
が
生
み
出
す
研
究

成
果
を
タ
イ
ム
ラ
グ
な
し
に
利
用
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
に
学

術
成
果
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
自
機
関
の

成
果
の
可
視
化
と
被
引
用
率
を
高
め
、
か

つ
他
機
関
の
成
果
も
自
由
に
利
用
で
き
る

メ
リ
ッ
ト
を
開
発
途
上
国
の
学
術
機
関
は

先
進
国
以
上
に
は
っ
き
り
と
認
識
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
き
し　

ま
ゆ
み
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所

図
書
館
）

《
注
》

⑴
研
究
情
報
・
研
究
知
識
の
生
産
と
利
用

の
促
進
を
通
し
て
開
発
上
の
課
題
の
解

決
を
め
ざ
す
、
イ
ギ
リ
ス
の
国
際
開
発

慈
善
基
金
。

⑵
開
発
途
上
国
の
図
書
館
と
協
力
し
て
知

識
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
取
り
組
む
非

営
利
団
体
。

ケ
ニ
ア
に
お
け
る
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
の
動
向
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